
ちょっとしたアイデアや工夫で
　朝食をより充実させよう
○より充実した朝食を目指したい人へ
　ごはんやパンなどの主食は、脳や体の
エネルギー源となります。タンパク質を
含む肉や卵などを使った主菜、ビタミン
類やミネラルを含む野菜や海草類などを
使った副菜を組み合わせた朝食は、栄養
バランスがとれた献立です。

○朝食準備を簡単にしたい人は…
　前夜に洗米してタイマーセットする、
卵や野菜などは事前購入する、冷凍保存
したごはんやゆで野菜を利用する、前日
に作った煮物などを１品足すなど準備す
れば便利です。

○朝ごはんを食べる習慣がない人は…　
　牛乳や野菜ジュース、果物、パンやお
にぎり、栄養補助食品など取りやすいも
ので何か口に入れるように習慣づけてみ
ましょう。

横尾忠則さんに名誉市民章を贈呈

　西脇市初の「名誉市民章」を世界的美
術家、横尾忠則さんに贈呈します。
　横尾忠則さんは、こ
れまで岡之山美術館で
56回に及ぶ企画展、4
回の公開製作、25回の
公開講座の開催など、ふるさと西脇市の
文化高揚に大きく貢献をいただきました。
また、県立横尾忠則現代美術館が開館し
たことなど数々の功績をたたえ、名誉市
民の称号贈呈式を開催します。
■と　き　6月27日（木）　午前10時15分～
■ところ　市立音楽ホール「アピカホール」
■問合せ　秘書広報課（市役所内線206）
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住民票の写し等の不正請求を防止するための

本人通知制度が始まります

5月12日ホテル・オークラ（神戸市）にて神
戸新聞平和賞を受ける横尾忠則さん（中央）

事　由

災　害

減額・免除の内容減額・免除の基準
風水害、火災、震災などによ
り家屋などの資産が30％以上
被害を受けた場合
前年の所得が300万円未満の
方で、引き続き３ヵ月以上の
失業または事業の休廃業など
で保険税の納付が困難な場合
（定年退職を除く）

所得激減

失　業
休廃業

世帯内の国保加入者の前年所
得合計が300万円未満の世帯
で、当該年の所得合計見込み
が前年比で5割以下に減少し、
保険税の納付が困難な場合

損害の程度、所得に応じて、納
期限が未到来の保険税の８分の
１～全額を免除
所得に応じて、納期限が未到来
の保険税のうち、個人所得割分
の２分の１～全額を免除

２ヵ月を超える収監などで、
給付を受けられない期間があ
った場合

給付制限
給付を受けられない期間の保険
税の全額を免除

所得に応じて、納期限が未到来
の保険税のうち世帯所得割分２
分の１～全額を免除

8広報にしわき　平成25年6月号広報にしわき　平成25年6月号9

平
成
26
年
4
月
採
用

　

毎
日
健
康
で
、
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り

「
食
」
が
大
切
で
す
。
西
脇
市
で
は
、「
早
寝
早
起
き
、
三
食
し

っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
」、「
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
て

食
べ
ま
し
ょ
う
」
を
重
点
的
に
啓
発
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
よ
り
良
い
食
生
活
の
実
践
の
も
と
、
健
や
か
な
体
と
心
を
育

む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

西
脇
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

西
脇
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

①前年所得が一定基準以下の世帯の方は、保険税の均
等割額と平等割額が7割、5割、2割軽減
②国保から後期高齢者医療制度に移行し国保加入者が
単身となる場合は、平等割額が移行後5年間は半額、
その後3年間は4分の１軽減
③社会保険等の被扶養者から国保に移行する65歳以上
の方は、一定期間、保険税が減免になる場合があり
ます。
④倒産・解雇等の理由で離職し、国保に加入した65歳
未満の方で雇用保険の受給資格がある場合は、国保
税算定において一定期間、前年の給与所得を30/100

とみなし算定する軽減措置が受けられます。
※③、④については、減免申請が必要です。
　災害、失業、その他の事情で保険税を納めることに
お困りの場合には、保険税の減免を受けられる場合が
あります。概要は下表のとおりですが、詳しくは市民
課保険担当（⑤番窓口）にご相談ください。
■問合せ　市民課保険担当（市役所内線253・254）

国民健康保険税の軽減・減免制度
　国民健康保険税の納税通知書を6月中旬に送付し
ます。税率は昨年度と変わりありませんが、納付が
困難な方はご相談ください。次の基準を満たす場合
は、保険税の軽減や減免を受けることができます。

【
朝
食
を
食
べ
よ
う
】

　

朝
食
を
食
べ
る
と
、
脳
や
体
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
補
給
さ
れ

て
勉
強
や
仕
事
に
集
中
で
き
ま
す
。

ま
た
、
消
化
・
吸
収
す
る
時
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
を
増
や
し
、
基
礎
代

謝
を
あ
げ
て
、
肥
満
予
防
や
、
胃

腸
を
刺
激
し
て
便
秘
の
改
善
、
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
等

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
朝
食
を
食

べ
る
こ
と
は
、
成
長
期
の
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
大
人
の
健
康
づ
く

り
に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

【
朝
食
と
生
活
リ
ズ
ム
】

　

朝
す
っ
き
り
目
覚
め
、
適
度
な

空
腹
感
が
あ
る
と
、
朝
食
を
し
っ

か
り
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

朝
食
欠
食
の
背
景
に
は
、
夜
型
生

活
に
よ
る
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
等

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
朝
食
を
ス
ム

ー
ズ
に
食
べ
る
た
め
に
、
ま
ず
、

早
寝
早
起
き
を
し
て
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
ま
し
ょ
う
。

【
生
活
習
慣
は
家
庭
か
ら
】

　
「
3
歳
児
健
診
」
の
際
に
生
活

習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
み
る
と
朝
食

を
食
べ
な
い
子
ど
も
は
わ
ず
か
で

す
が
、
保
護
者
の
約
１
割
が
欠
食

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
家
庭
は
生
活
習
慣
の
基

礎
を
つ
く
る
場
で
す
。
家
族
み
ん

な
で
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
し
、
朝

食
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
制
度
は
、
住

民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
抄
本
な
ど
の
証
明

書
を
、
本
人
の
代
理

人
や
第
三
者
に
交
付

し
た
場
合
に
、
事
前

登
録
し
た
人
に
対
し

て
証
明
書
を
交
付
し

た
事
実
を
通
知
す
る

制
度
で
す
。

　

住
民
票
の
写
し
等

の
不
正
請
求
の
早
期

発
見
や
抑
止
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

7
月
か
ら
の
実
施

に
向
け
て
、
6
月
3

日
か
ら
事
前
登
録
の

受
付
を
始
め
ま
す
。

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

①
住
民
票
の
写
し（
除
票
を
含
む
）

②
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
原
附
票
、 

除
附
票
を
含
む
）

③
住
民
票
記
載
事
項
証
明
（
除
票

記
載
証
明
書
を
含
む
）

④
戸
籍
の
謄
抄
本
（
原
戸
籍
、
除

籍
謄
抄
本
を
含
む
）

⑤
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

本
人
通
知
の
内
容

・
交
付
年
月
日

・
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類

・
交
付
通
数

・
第
三
者
の
種
別

・
第
三
者
の
氏
名
、
住
所
（
第
三 

　

者
が
事
前
登
録
者
の
代
理
人
で

　

あ
る
場
合
に
限
る
）

利
用
手
続
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で
す
（
有
効
期

間
は
登
録
か
ら
３
年
間
）。

登
録
が
で
き
る
人

・
西
脇
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
い
る
人
（
消
除
者
を

含
む
）

・
西
脇
市
の
戸
籍
の
附
票
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人
（
消
除
者
を
含

む
）

・
西
脇
市
の
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
（
除
籍
者
を
含
む
）

登
録
日

　

登
録
申
出
日
の
翌
日
（
休
日
の

場
合
は
翌
開
庁
日
）
で
、
登
録
日

以
降
の
交
付
請
求
が
通
知
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
も
の

・
事
前
登
録
申
出
書
（
市
役
所
窓

口
に
あ
り
ま
す
）

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
顔
写
真
付
き
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

・
代
理
人
に
よ
る
申
出
の
場
合
は
、

委
任
状
お
よ
び
代
理
人
の
本
人

確
認
書
類

そ
の
他

　

登
録
後
に
住
所
等
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
や
登
録
を
廃
止
す
る

場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ　

市
民
課
市
民
担
当

　
（
市
役
所
内
線
3
6
7
）

▼
募
集
職
種

○
一
般
事
務
職
（
4
名
程
度
）

　

平
成
元
年
4
月
2
日
〜
平
成
６

年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

４
年
制
大
学
・
短
期
大
学
以
上

（
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
除

く
。）
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成

26
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

○
一
般
事
務
職【
社
会
人
経
験
者
】

（
若
干
名
）

　

昭
和
53
年
4
月
2
日
〜
平
成
元

年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

４
年
制
大
学
・
短
期
大
学
以
上

（
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
除

く
。）
を
卒
業
後
、
民
間
企
業

な
ど
で
の
職
務
経
験
が
3
年
以

上
あ
る
方

○
土
木
職
（
若
干
名
）

　

昭
和
53
年
4
月
2
日
〜
平
成
６

年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

4
年
制
大
学
・
短
期
大
学
ま
た

は
高
等
専
門
学
校
以
上
（
専
門

学
校
・
専
修
学
校
を
除
く
。）

を
こ
の
職
に
関
す
る
専
門
課
程

を
修
め
て
卒
業
、
ま
た
は
平
成

26
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

▼
受
付
期
間　

6
月
10
日（
月
）

　

〜
6
月
28
日（
金
）

▼
第
1
次
試
験　

7
月
28
日（
日
）

▼
第
2
次
試
験　

8
月
25
日（
水
）

▼
最
終
合
格
発
表　

10
月
上
旬

▼
試
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布　

　

5
月
31
日（
金
）〜

▼
配
布
場
所　

市
総
務
部
総
務
課

▼
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

　

封
筒
の
表
に
「
○
○
受
験
案
内

請
求
」（
例
：
一
般
事
務
職
受

験
案
内
請
求
）
と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
・
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
、
左
記
ま
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
（
返
送
先
の
住

所
、
氏
名
を
明
記
の
こ
と
）。

※
申
込
書
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

総
務
部
総
務
課

　

〒
6
7
7
‐
8
5
1
1

　

西
脇
市
郷
瀬
町
6
0
5

　
（
市
役
所
内
線
2
0
9
）

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
を
習
慣
づ
け
よ
う

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
を
習
慣
づ
け
よ
う

医
療
技
術
職
・
助
産
師
・
看
護

師
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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